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研究内容 

 

真菌やダニ、ウイルスなどの病原微生物に対する免疫応答がアレルギー疾患の病態形成に重要と考えられます

が、この機序を明らかにするために、様々な解析を進めています。特に真菌アレルギーによって生じるアレルギー性気

管支肺真菌症については、日本医療研究開発機構（AMED）の免疫アレルギー疾患実用化研究事業として東海

大学が中心となって 12 年間にわたって研究班を組織し、病態解明のための基礎研究や全国調査、新しい診断基

準の確立、新規治療法の開発などを進めています（論文１−３）。 

もう一つの主要研究テーマは間質性肺炎・肺線維症に関する臨床的・基礎的研究で、理化学研究所などとも共

同で研究を進めています（論文４、５）。 
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